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・河辺地域では、これまで地域協議の第１段階である地域ブロック協議

会を５回開催し、学校の組合せを検討しておりました。 

・その結果、河辺小と戸島小については、第２段階である学校統合検討 

委員会において、令和８年度を目途に統合することを決定し、令和５ 

年度に協議を再開することとしておりました。 

・また、岩見三内小・中についても、地域ブロック協議会で引き続き 

協議することとし、同様に、令和５年度に協議を再開することとしておりました。 

・そこで、今年度から、休止していた学校統合検討委員会と地域ブロック協議会について、 

順次、協議を再開しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年８月１５日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第７号 

 

 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号  ○電 話 018-888-5812 

○ＦＡＸ 018-888-5804     ○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

【広報 ID：1021066】  

＜議題＞

第６回河辺地域ブロック協議会 [６月６日（火）開催] 

・河辺地域における学校統合の方向性について 

・その他 

 

★ 今回の協議内容や教育委員会が示した児童生徒数の将来推計などの資料を踏まえ、各所属団

体で情報共有するとともに意見集約し、次回以降、引き続き協議する。  

今回の協議で確認した事項 

 

裏面につづく 

 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○統合の検討に時間をかければ一層人数が

減少していくと思うので、地域のことも

大切であるが、子どもたちのことを第一

に考えて、統合を前向きに検討すべきと

思う。 

○岩見三内小・中は、小規模ながら素晴ら

しい教育環境が整っていることや、学校

がなくなると地域コミュニティが崩壊し

てしまうことも頭に入れて話合いを進め

てほしい。 

○教育委員会が示した児童生徒数の推移な

どの資料をもとに、各ＰＴＡで保護者の

意見を集約し、次回協議会に報告した

い。 

 

○地域に学校がなくなることは寂しいが、

人数が少ないことによって経験できない

ことが多くあるので、子どもたちのこと

を考えると、できるだけ早く統合するの

が良いのではないか。 

参考資料 

mailto:ro-edaz@city.akita.lg.jp
https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html
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※社人研推計…国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が国勢調査を基に算出した将来人口推計を基に、児童生
徒数を推計したもの。 

 
 ※実績   …各校における実際の在籍児童生徒数を実績として表したもの。 
 

※住基の推計…住民基本台帳の１～15 歳の人数と各校の在籍児童生徒数を基に、児童生徒数を推計したもの。 
 

※ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和５年９月１５日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第 8 号 

 

 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号  ○電 話 018-888-5812 

○ＦＡＸ 018-888-5804     ○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

【広報 ID：1021066】  

＜議題＞

第 4 回河辺小、戸島小学校統合検討委員会 [8 月 23 日（水）開催] 

・統合後に使用する校舎について  

 

★ 本検討委員会としては、統合後に使用する校舎は河辺小とする方向とし、戸島小ＰＴＡ

で意見集約する。 

★ 次回、統合後に使用する校舎を決定し、合意に向けて最終確認する。 

今回の協議で確認した事項 

 

・河辺小と戸島小については、地域協議の第２段階である学校統合 

 検討委員会において、令和８年度を目途に統合することを決定し、 

 令和５年度に協議を再開することとしておりました。 

・そこで、今年度から、休止していた学校統合検討委員会を再開し、 

 統合後に使用する校舎等について協議しております。 

 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○統合後に使用する校舎は河辺小とする方向とし、戸島小の保護者に意向を確認してはど

うか。 

 

○河辺地区の３小学校の中間に位置し、児童数が多い、河辺小の校舎を使用するのが良い

のではないか。 

 

○戸島小ＰＴＡでは、統合後の校舎は河辺小と考える保護者は多いが、アンケート結果で

は、戸島小が良いという意見もあった。 

○スクールバスを考慮すると、河辺地区から戸島小へ運行するのはコースや台数が多くな

るため、河辺小の校舎を使用するのが良いのではないか。 

 

mailto:ro-edaz@city.akita.lg.jp
https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html

